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「学修到達度の確認」実施報告書 
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教育指針に関する検討委員会 

 

 



  人間総合学群・人間文化学類・日本文化専攻 

 

2024 年度 4 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

対象者数 実施人数 回答率 

34 名 32 名 94.1％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 4 12.5％ 21 65.6％ 8 25.0％ 0 0％ 2.84 

人間性 4 12.5％ 24 75.0％ 4 12.5％ 0 0％ 3.00 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 8 25.0％ 11 34.4％ 13 40.6％ 0 0％ 2.84 

社会性 5 15.6％ 14 43.8％ 13 40.6％ 0 0％ 2.75 

ＤＰ３ 

専門力 5 15.6％ 19 59.4％ 8 25.0％ 0 0％ 2.91 

判断力 2 6.3％ 17 53.1％ 13 40.6％ 0 0％ 2.66 

ＤＰ４ 

技術力 3 9.4％ 12 37.5％ 16 50.0％ 1 3.1％ 2.53 

実践力 2 6.3％ 12 37.5％ 17 53.1％ 1 3.1％ 2.47 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

参考：全体平均 2.75  高評価：人間性（3.00）専門力（2.91） 低評価：技術力（2.53）実践力（2.47） 

(1)２年終了時に高評価を得たのは「人間性（2.6）」「教養力（2.5）」であったが、4 年終了時では「人間性（2.6

→3.0）」に加え「専門力（2.5→2.9）」と高評価が増加した。3 年次以降に履修する専門科目での学修成果を学

生自身が実感している表れと言えよう。また、「人間性」への高評価は、4 年間を通じて日本文化を教養として

学修することで、豊かな人間性の養成に大きく繋がったと考えられる。 

(2)一方で、３年次以降に履修する専門ゼミを中心に養成されるべきである「技術力（2.2→2.53）」「実践力（2.2

→2.47）」が他の項目にくらべて低評価となっている。２年終了時のデータと比較すればいずれも向上している

ものの、当該項目の学習指針（日本文化の創造的担い手となる技術力・社会で活用していく実践力）の到達点が

学生にとって実感し得なかったようである。 

(3)いずれの項目も 2 年終了時と比べれば向上しているが、CP の教育内容には「自ら考え発信する実践力
．．．

を身につ

けることを目標にカリキュラムを作成」と明記しており、その向上を基幹とした授業運営の工夫が求められる。 



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

人間性 

学生の 87.5％がレベル 3.4 の高評価をつけている（2 年終了時：66.7％）。

専門ゼミの各教員が日本文化に関する「専門力の向上」だけでなく、文学や

歴史学、民俗学を問わず「豊かな人間性の養成」と関連付けて講じた結果と

考えられる。 

専門力 

レベル 3.4 と評価した学生が全体の 3/4（75％）に達した（2 年終了時：

55.6％）。専門科目の履修だけでなく、専門ゼミにおける卒業研究（卒業論

文・ゼミ論文）作成を成し遂げた達成感が学生の高評価につながったと推測

される。 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

技術力・実践力 

２つの領域は、5 割強の学生がレベル 2 もしくは 1 と低く評価する。３.4 年

次に履修する専門科目や専門ゼミでの学修を社会で活用していく実践力と、

独自性や創造性を打ち出す技術力を学生が実感し得なかったのであろう。実

際、日本文化の学問領域の性質からか「社会に応用し得る、現実可能な具体

的な策や案を生み出すのは難しい」とコメントした学生がいた。今後、個別

の文化事象の枢要を見究めるだけでなく、現代的あるいは実践的な視座で日

本文化を捉え活かす DP4 の向上が急務であり、より具体的な到達地点（目

標）を提示していく必要があると考える。 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

判断力・実践力 

既知の情報や知識をインプットするのでなく、それらを批判的に検証し、問

題点や矛盾点にみずから気づき、独自の考えや視点を創造する力の向上を期

し、本専攻ではすでに専門ゼミを横断した個人発表の機会を設け、より多く

の学生と活発に議論できる学修環境の工夫を講じている。一方で「少人数の

方が意見交流の機会が増え、コミュニケーション能力の向上につながった」

との学生コメントもあるので、学修環境の設営は学生個々の向学心（意欲）

を見究め、臨機応変に調整していきたい。 



 

7．自己評価コメントまとめ 

・日本文化専攻での学びを通して、日本文化の特質に気づくだけでなく、多くの疑問点にも気づくことができる

ようになった。一方で自分の考えをうまく文章にしたり、他者との意見交換が苦手なところは否めなかった。

自分だけの意見を持って論じることができたという点においては、日本文化専攻での学びはとても意味のある

ものであったと感じている。 

・日本文化専攻では、歴史や文学、言語などを授業を通して学び、日本文化がどのように形成されていったの

か、現代にどのようにつながるのかに触れることができた。その過程で一つの考えや分野にとらわれるのでは

なく、多角的な視点や専門性などを入学前よりも少し高めることができたと思う。コミュニケーション力（本

人評価２）や言語系はあまり得意ではないが、この４年間の学修を通して、正しい敬語の使い方や文章作成な

どを学び、これまで課題であった伝わりづらさや曖昧な言語表現を少し改善することができたと考えている。 

・今年度（４年次）は昨年よりもさらに多くの文化・歴史資料に触れ、古から現代まで続いている日本の文化に

ついて当時の人々の価値観などとともに考察することができた。今とは違う価値観に触れ考えることは容易な

ことではないが、当時の人々が書いた記録などに目を通すことで、当時の日本人の考えについてより考察を深

めることができたと感じている。 

・コミュニケーション力はこの４年間で身に付いたと思う（自己評価３）。日本文化専攻の授業を受けて知識量

が増え、また、得た情報を取捨選択して、自分の考えを持つことができるようになった。 

・日本文化に関する実践力を想像した時、具体的な策や案（現実的なもの）を生み出すのは難しいと感じる（本

人評価１）。ただ、自分の強みである好奇心への探求や社会性・教養力の面（ともに本人評価４）では、よい

達成度であったと思う。 

・授業や書物から得た知識を分析し自分なりの結論を出すことができた。しかし、得た知識を論理的に批判する

判断力（本人評価２）はまだまだ未熟であり、今後、改善していきたい。 

・日本文化のゼミ論（卒業研究）では、調査する文献を十分に揃えることができなかったけれど、複数の情報に

目を通して比較しながら考察することができた。 

・自分の好きな作品を日本文化と関連付けて考えることができたことにより、歴史や固定概念についてもっと理

解し、普段から考えるようになるなど、思考力が身に付いたと思う。 

・ゼミ論（卒業研究）を作成するなかで、同じ文章を繰り返すのでなく、語彙を豊かにする表現力を身に付ける

必要性を感じた。また、コミュニケーション力と技術力（ともに自己評価２）をもう少し伸ばして、相手に上

手く説明できる能力を身に付けておきたいと思った。 

・これまでいくつものレポートを書いてきたが、卒業論文を書くにあたり語彙の乏しさを実感した。ただ、４年

間学んできたことが授業を越えて結びつくことが多々あった。日本文化専攻以外の授業でも日本文化を学んだ

ことが活かされ、逆に日本文化への理解を深めることができた。 

・多くの情報の集め方とそれを処理する方法を自分なりに作り出せたと思う。文章を書く上で、論理が飛躍して

しまう時があるため、これからも注意すべき点と自認している。 

・コツコツとゼミ論（卒業研究）を書き上げたため、深く研究し続ける探究心が身に付いたと思う。しかし、苦

手とするコミュニケーション能力（自己評価２）がまだ課題であり、質疑応答（対話能力）をスムーズにこな

せるようにしたい。 

・入学前と比較すると、日本文化への理解と関心は向上し、知識を深めることができた。 

・日本文化について積極的に向き合うことができたと思う。特にゼミ論文（卒業研究）で研究した仏教や呼吸に

ついての専門的な知識を身に付けることができた。物事を多方から考察し、情報の取捨選択がうまくできるよ

うになったと強く感じる。 

・得意な分野は、伝えたい事柄を適切な文章力で伝えられることだと思う。苦手なことは、日本の文化や歴史に

対する幅広い知識の上で、問題に対して多角的な視点で答えを出すことだと感じる。苦手な分野を克服して、

社会に出たあとの問題解決能力の向上に努めたい。 

・海外の友人に「日本文化とはなにか」と問われた際、以前はほとんど何も答えられなかったが、今は以前より

答えられるようになったと思う。卒業論文の作成を通して、禅宗や仏教について考えることが多くあり、自身

の考えと文献を結び付けて論じていくことができるようになったと思う。 

・人と話すことが得意でなかったが、日本文化専攻の必修科目を通して正しい日本語を学び、人と話すことが楽

しく感じられるようになった。特に正式な書類の書き方は、自身のためになったと感じる。 

・レポートやゼミ論（卒業研究）作成にあたり、さまざまな情報を整理することができるようになった。また、

日本文化とはどういうものかを簡単にだが他人に説明することができるようになったと感じている。 

・自分自身の研究分野について深く知識を身に付けることができたように思う。だが、研究を重視しすぎた結
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果、日本文化全体の知識はあまり身に付かなかったように感じる。 

・この４年間で日本文化に関する多くの知見を得た。知識を用いて多角的に考察し判断することに大きな成長を

実感している一方、論理的に分析できているかは疑問が残る（判断力：自己評価２）。また、特定の分野に関

心が偏ってしまっているのも自覚しており、今後、より幅広い分野に触れ、引き続き日本文化に対する造詣を

深めていきたい。 

 

・今まで学習してきた知識を用いてゼミ論（卒業研究）に取り組むことができたと思う。しかし、判断力や技術

力においてはまだ足りていないと感じている（ともに本人評価３）。自分が特によくできたと思うのは実践力

（本人評価４）で、あまり研究されていない分野をやって、何回も内容を変えようか迷いながらも最終的に方

向を変えずに書き切ることができたと思う。 

・ポライトネスについて研究したことで、理論を理解し、自分の意見を持つことに加え、他者の視点からも場合

に応じた使い方を考察することができるようになった。今後も探究する気持ちを忘れずにいたい。 

・日本文化（特に言語）に関する興味や関心が普段の生活の中でたくさん湧いてくるようになった。調査をする

過程で資料同士の比較があまりできなかったことと、深掘りし考察することができなかったことが反省であ

る。 

・自己診断なのでレベル４まで至る達成感はあまりなかったが、入学当時よりは格段に成長することができたと

思う。特にコミュニケーション能力（自己評価４）はゼミ生が少ないこともあり、たくさんの交流の場面があ

ったと感じている。 

・中国語の受容について日本文化の側面からいろいろと見てきた。当時の資料には書き損じがあったことも考慮

し、さまざまな時代から資料を比較して考察することができた。 

・４年間の学修を通して、特にコミュニケーション力と技術力を高めることができたと感じる（ともに本人評価

４）。これまで身に付けた力を今後も伸ばしていきながら社会人になっても活かしていきたい。 

・日本文化の中でも興味が湧く分野が幅広くあり、自分の研究につなげることができた。 
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  人間総合学群・人間文化学類・英語コ

ミュニケーション専攻 

 

2024 年度 4 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

実施人数 対象者数 回答率 

23 名 28 名 82.1％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 5 21.7％ 9 39.1％ 6 26.1％ 3 13％ 2.2 

人間性 15 65.2％ 6 26.1％ 1 4.3％ 1 4.3％ 2.9 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 5 21.7％ 11 47.8％ 5 21.7％ 2 8.7％ 2.3 

社会性 9 39.1％ 8 34.8％ 5 21.7％ 1 4.3％ 2.5 

ＤＰ３ 

専門力 3 13％ 8 34.8％ 10 43.5％ 2 8.7％ 2.1 

判断力 5 21.7％ 12 52.2％ 5 21.7％ 1 4.3％ 2.4 

ＤＰ４ 

技術力 4 17.4％ 13 56.5％ 5 21.7％ 1 4.3％ 2.4 

実践力 3 13％ 14 60.9％ 5 21.7％ 1 4.3％ 2.3 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

（１）教養力：２年終了時にはレベル２の層が厚く、レベル３、レベル４が薄かったが、卒業時にはレベル３及び

レベル４へと到達している学生が多く見られる。 

（２）人間：もともと２年終了時でもレベル４の学生が大半を占めていたが、卒業時にはその割合がさらに増えて

いる。 

（３）コミュニケーション力：２年終了時にはレベル２の学生が多かったが、卒業時にはレベル３およびレベル４

へとシフトしており、学修成果が見られる。 

（４）社会性： もともと２年終了時でもレベル３まで到達している学生が多かったが、卒業時にはレベル３、レベ

ル４の割合が増えている。 

（５）専門力：２年終了時にはレベルは全体的に低めであったが、卒業時にはレベル３、４の割合が増加した。 

（６）判断力：２年終了時にはレベル２が多かったが、卒業時にはレベル３の層が厚くなった。 



（７）技術力：２年終了時にはレベル２が多かったが、卒業時にはレベル３の層が厚くなった。 

（８）実践力：２年終了時にはレベル３の学生が多かったが、卒業時にはレベル３の数も増え、全体的にレベルア

ップが見られる。 

 

4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

人間性 

「多様な価値観をどれくらい受け入れられますか？」という問に対して非常

に高いレベルを示している。多様性が叫ばれる時代にあって、そのことを授

業等で学ぶ機会もあり、適切に対応できる力が身についているものと思われ

る。 

社会性 

「社会の一員として主体的に活動する意欲と責任感をどれくらい持っていま

すか？」という問に対して高いレベルを示している。社会における責任や使

命感というものを意識できる社会性が身についたものと判断する。 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

専門力 
「世界の言語(英語)・社会・文化等に関する専門的な知識をどれくらい持っ

ていますか？」という問に対するレベルが若干低いように思われる。 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

専門力 

英語コミュニケーション専攻を卒業したことで、社会的には英語の専門知識

があり、英語力や資格も有していると判断されると思う。そういう意味で

は、TOEIC や英検を積極的に受験させたりすると同時に、学生に対して自

ら目標を設定し、それを実現していくよう指導することが肝要と思われる。 

 

7．自己評価コメントまとめ 
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今後の課題に「専門力」を掲げたが、以下のように積極的に取り組んでいる学生もいることが確認

できた。 

・「（TOEFL, IELTS, 秘書検定等）を受験した場合は、資格試験名と得点や取得級を記述してくだ

さい。」という問いに対する回答。受験率は全体の半数程度。最高得点は 730点。それを含め 700

点台は３名。続けて 695点、590点も 2名と、伸び代のある学生もいる。 

・「実用英語技能検定（英検）は何級ですか？」という問いに対する回答。英検２級取得者は 7

名、準２級取得者も 7名であった。 

・「（TOEFL, IELTS, 秘書検定等）を受験した場合は、資格試験名と得点や取得級を記述してくだ

さい。」という問いに対する回答。取得資格は以下のとおりであった。自身の将来設計に役立てる

ためのスキルアップを考えている学生が少なからずいることがわかった。 

ITパスポート / TOEFL2020  61点 / アンティーク検定 / 証券外務員試験 / 秘書検定 3級 / 秘書検定

2級 
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  人間総合学群 人間文化学類  

人間関係専攻 

 

2024 年度 4 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

対象者数 実施人数 回答率 

76 名 59 名 78％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 13 22％ 28 47％ 16 27％ 2 3％ 2.88 

人間性 16 27％ 30 51％ 11 19％ 2 3％ 3.02 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 21 36％ 25 42％ 12 20％ 1 2％ 3.12 

社会性 18 31％ 22 37％ 16 27％ 3 5％ 2.93 

ＤＰ３ 

専門力 13 22％ 24 41％ 18 31％ 4 7％ 2.78 

判断力 13 22％ 26 44％ 18 31％ 2 3％ 2.85 

ＤＰ４ 

技術力 12 20％ 23 39％ 19 32％ 5 8％ 2.71 

実践力 10 17％ 23 39％ 18 31％ 8 14％ 2.59 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

学修指針に示される８つの能力のうち、「実践力」を除く全能力で「身についた」（lv.2）以上を選択した者が 9 割

を超え、「実践力」では約 9 割であった。４年生終了時の調査で、全ての項目で 9 割もしくはそれ以上の学生が

「身についた」以上の回答をしていることから、専攻の目指す学修目標は達成しているといえる。 

より高水準での達成を検証するため、4「非常に身についた」（lv.4）と 3「かなり身についた」（lv.3）に絞れば、

得点の高い順に「人間性」「コミュニケーション力」 (約 8 割)、「教養力」「社会性」「判断力」 (約 7 割)、「専

門力」「技術力」「実戦力」(約 6 割)であった。２年終了時の「社会性」「コミュニケーション力」(約 6 割)、

「人間性」(約 5 割)、「判断力」「教養力」「実戦力」(約 4 割)、「専門力」(約 3 割)、「技術力」(約 2 割)の得点

と比して、全体的な底上げに加え「専門力」「技術力」の大幅な向上が特徴といえる。3 年次以降の専門科目の履

修や専門ゼミへの所属が得点伸長に寄与したと考えられ、以上から CP と AP は適切に機能したと考えられる。 



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

人間性 

学生が多様な考えに触れることを意図し、一つのトピックに対し専門の異な

る教員が一堂に会し意見する機会が必修科目等で多く設定されている（例 

現代社会総合講座）。また自由記述をみれば、ゼミ活動は自分の視野を広げ

ながらも、自分の立場を明確にした上で他者に意見を伝える場として機能し

たと推察され、このことが「自立した思考の必要性を理解し、自分自身の価

値観を構築しようと努力」する「人間性」の醸成に有効であったと考える。 

コミュニケーション能力 

ゼミ活動やグループワークやプレゼンの多さ、授業後課題やレポート等が、

学生の自由記述にあるように、上記の自分の考えを持つという人間性の向上

に加えて、それを言語化する学生の能力向上に役立ち、同指針が高い水準で

達成されたと考えられる。 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

専門力・技術力・実践力 

同指針が高水準で達成されるべく目指される内容に共通する点は、単に知識

を取り込むだけでなく、知識を自分で高める・そのための方法を知ること、

また知識を日常生活に活かし、実践することであるとされる。すなわち、得

た知識を伸ばす、活かすといった応用の視点である。自由記述では、2 年次

に比べ「知識を他者に広める／他者と意見を共有する」記述がみられるもの

の、「授業内で取り上げられた課題やテーマについて深く考えても、授業外

で自分自身で社会問題について考えるということはあまりなく、社会の一員

として実践的な行動をするということはできていなかった」ともあるよう

に、まだ学びが教室内に留まっている可能性が考えられた。より知識を自ら

で高める、生活に活かすといった主体的な学びと実践とが必要となる。 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

専門力・技術力・実践力 

まずは教室内で、教員が知識を日常で応用する方法や事例を伝えることが一

つである。また、授業内で学生に知識を生活に活かす工夫や例を考えさせ実

践させるなど、より学生の興味関心を教室外まで広げる工夫が求められる。 



7．自己評価コメントまとめ 

＜DP 達成低評価群（得点範囲：8－20）＞ 

ゼミ活動のお陰で、自分の意見を伝えることに対しての抵抗感がかなり減ったと考える。否定されるのではないか、が最初に頭に浮か

んでいたのが少し改善した。 

全体的に「レベル 2」。今後も必要なことであるため、意識していきたい。" 

ゼミ以外で専門性の高いことをやる機会が少なかったように感じる。しかし、この幅広さがこの学類の良いところなので、些細な興味

関心から深めていけたことは良かった。 

授業後に感想や学んだことを述べる課題や期末レポート課題等が、授業で学んだことをより深く自分なりに考える機会となり、それを

繰り返し行う中で上手く書けるようになっていったため、自分の考えを持つという人間性、それを言葉にするコミュニケーション力は

身についたように感じる。しかし、授業内で取り上げられた課題やテーマについて深く考えても、授業外で自分自身で社会問題につい

て考えるということはあまりなく、社会の一員として実践的な行動をするということはできていなかったように思う。 

どれだけ心理学を学んでも DVをする人の見分け方は無いことを知った。離婚後の子供への接し方を結婚する前に知ることが出来て良

かったと思っている。ほぼ自分に必要だと思うことしか身についていない気もするが、ここで学んだことが生かしていける社会人にな

れたら理想だと思っています。 

様々な人とのコミュニケーションを経て様々な事を学ぶことが出来た。 

人と関わり、自分の事について考えるという点は少なくとも自分としてはかなり成長したと感じている。社会性や判断力がある、とは

まだ言えないがこれから必要なものであるとは思っている。 

最初は基礎知識が多めで興味が多くありましたが、徐々に専門分野を絞っていくと新しい発見や考えが多くなっていきました。総合的

な評価として良であり、理由としてはもう少し詳しく学べばよかった時後悔しているからです。 

 

＜DP 達成高評価群（得点範囲：21－32）＞ 

特に、ゼミ論に真剣に取り組むことで自分の人間性、視野を広げることができたと思う。 

大学の講義で学んだことが実生活でも役に立てられた時や、違う講義で学んだことを活かせたりしたときに学びが身についたなと感じ

た。 

コミュニケーション力が高まったと思う、また、自分が学んだことを人に広めるようになった。 

自分や他者に向き合うように心がけ、視野が広がった。 

自分の立場をわきまえてどのように他者と関わっていけばいいのかはこの２年間で１番身についた事柄であると思う。そして、集団の

中で自分がどのような立ち位置にいるのかを理解し、そこにいるときの役割を考える事はとても身につけられたと感じる。 

人間関係専攻を学んだことによって、自らのなかのイメージを形にするということの楽しさと、それを他社と共有することの大切さを

学びました。 

あまり「このようになりたい」「こういったことを身につけたい」というものがないまま学修を進めてしまったように感じました。し

かし、一つ一つの課題に対して真摯に向き合うことを意識したので、様々なことを考えることができ、特に人間性を磨くことができた

ように思います。 

文化や経済、心理など他方面にわたり学びを得ることができましたが、2 年間の中でもっと学ぶ意識を高く持っていたら判断力や教養

力をもっと身に付けられたのかなと感じる。 

グループワークやプレゼンの授業が多かったため、コミュニケーション力や周囲の考え方の違いなど以前とは大きく考え方が変わりま

した。 

優れている 

授業で取り扱った話題がニュースで報じられている際に、自分は先にそのことに関して知識があるので、よりその話題に関心をもちな

がら報道を見ることができるようになった。 

社会問題について授業で習った知識を用いて自分の意見を述べることができるようになったと思います。他にも、物事を批判するとき

に感情論ではなく論理的に考えられるようになりました。また、世の中の物事を一つの視点からではなく様々な視点から見て、考える

ようになりました。 

自分とは違う他者の意見などを新しい観点でみれて、受け入れられるようになった。 

コミュニケーション能力や、表現力は伸びたなと実感しています。 

幅広く人間関係についてを心理学や社会学を中心に学んできました。2 学年から、より深く、専門的に人間関係について、例えば心理

学の中でも行動経済心理や、医療、観光などの切り口から相対的に考える講義を履修し、基礎的な知識をふまえて、日常でふれるニュ

ースや生活のどのようなところに活かされているのかを考えながら学ぶ姿勢を培うことができるようになったと感じます。 

学園祭実行委員会の活動を通して、多くの人と関わることができたため、授業で学んだ多くのものを活かすことができた。 

自分の意思を、簡潔に伝えるという表現を理解することができた。新しい友達を 2 年、3 年の時でも作ることができ、充実していた。 

2 年時に比べたら伸びていると思う。 

大学で出会った人達とさまざまな人間関係を構築していく中で、自分の視野が広がったのは確かだと思います。また、人間関係専攻と

いう専攻を選んだからこそ、心理学や社会学、化粧やメディア表現といった、幅広い世界に触れることができました。その結果、自分

の人間性も豊かにすることができたのではないかと感じています。ただ、周囲の目を気にせず、もう少し積極性を持って行動できた

ら、より良かったのではないかと思うことはあります。 

2 年間で以前よりも頑張っていた。社会性が特に上がったと感じた。 

2 年生から現在までで、社会性や実践力がよく身についたと感じている。 
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  人間総合学群 心理学類 

 

2024 年度 4 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

対象者数 実施人数 回答率 

65 名 38 名 58.5％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 3 7.9% 27 71.1% 7 18.4% 1 2.6% 2.8 

人間性 9 23.7% 20 52.6% 9 23.7% 0 0.0% 3.0 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 8 21.1% 15 39.5% 13 34.2% 2 5.3% 2.8 

社会性 7 18.4% 22 57.9% 8 21.1% 1 2.6% 2.9 

ＤＰ３ 

専門力 6 15.8% 17 44.7% 15 39.5% 0 0.0% 2.8 

判断力 4 10.5% 17 44.7% 15 39.5% 2 5.3% 2.6 

ＤＰ４ 

技術力 3 7.9% 21 55.3% 14 36.8% 0 0.0% 2.7 

実践力 5 13.2% 14 36.8% 18 47.4% 1 2.6% 2.6 

3．検証結果 65 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

1. どの項目もレベル 3 の割合が最も高い 

2. 概ね 8 割の学生がレベル 3 以上を報告しているのは DP1 及び社会性（DP2）であった 

3. レベル 1 を回答した者は 0~2 人と概ね少なかった 

4. 2 年終了時と比べ、平均値はどの項目も 0.5-0.9 程度上昇している。したがって 2 年時から始まる心理学の専門

的学びの観点からは、DP・CP・AP が適切に設定されていると言える。 

5. 回答割合は２年終了時と比べ、下落している（約 9 割→約 6 割） 

6. 4 年間の学びの感想を書かせた自由記述には、視野の広がり、知見の活用、自己成長、コミュニケーション力

や共感力の向上、論理性や技術性の発達、他者理解など、心理学類が掲げた学習指針が満遍なく反映されてお

り、本学心理学類の教育の一貫性・妥当性が示唆された。 

  



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

研究実施について 

特に自由記述において卒業論文・ゼミ論文での研究活動を通して学びが深ま

ったという回答が多くみられた。最終学年での研究活動は DP1 から 4 まで

の力を伸ばすことができると考えられるため、次年度からは 3 年次以下も見

学可能な卒業論文・ゼミ論文発表会を開催し、研究を通した学習活動をより

積極的に推進していく。 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

社会的望ましさによる影響について 

8 割以上の学生がレベル 3 以上を報告した項目は DP1 及び社会性（DP2）に

留まっている一方、自由記述では、コミュニケーションの力（DP2）が伸び

たという報告が非常に多く、伸びたという学生の自己評価が、数値での回答

とに反映されていない可能性がある。原因として、少なくない学生（特に専

門職志望学生）が公認心理師・臨床心理士といった専門職基準で自己評価を

行い、自らの伸びを過小評価している可能性が考えられる。 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

社会的望ましさによる影響について 
実施時に（控えめな自己評価は謙虚さの表れともみなせるものの）あくまで

学生自身の成長をみるための自己評価であるということをアナウンスする。 

 

  



7．自己評価コメントまとめ 

 4 年間を振り返り、心理学の専門的な知識や、コミュニケーションスキルなどが最初より成長できたと思いま

す。また、大学生なので課題や授業時間の設定など、自己管理能力がついたと思います 

 元が低かったのもあり、共感性とコミュニケーション能力は入学前に比べ格段にあがりました。深読みしず

ぎず、フラットに考える力を更に伸ばしたいです。 

 調べる力、考える力などが成長できたと思いました。教養力と人間性、コミュニケーション力は成長できた

と思います。知識はもちろん、グループワークが多かったので意見を言ったり、まとめたり、発言を皆の前

でするなどの力は成長できたのかなと思っています。 

 心理学に関する教養的な知識を得ることができた。また、グループワーク等を通じて、他者と適切にかかわ

るためのコミュニケーション力についても、当初より成長した点に感じている。 

 心理学の知識を日常生活で生かすことや学んだという実感をもてたことやレポートや論文を書くにあたって

の論理的思考を持てるようになったこと。レポート・論文を最後までやりきる力がついたこと。 

 4 年間を通して、心理学の知識力コミュニケーション能力が向上できたと思います。心理学は日常の中でよく

あり、学んだこととむすびつけるのがとても面白かったです。ゼミでは、グループで話し合ったりする時間

がとても楽しかったですし、様々な意見を知れたので、とてもよかったです。 

 ゼミ論文を書くことにあたって、先行研究を読んでまとめたり、自分の考察につなげられたことが、自分の

成長であると感じました。ゼミ論文を書き終えたのが、1 番の達成であると思います。 

 心理学の学びを深める事ができた。またコミュニケーション能力が高まったと思う。 

 もっとも達成できたことや成長したことは、自己分析です。ただ前より自分を客観視できるようになったか

と思いますが、実践的なことはできていないです。 

 他人と協力して研究や作業をする力が身についた。提出期限を守れなかったことが多く、そこが反省点であ

る。 

 自分の考えや意見を、自信をもって言えるようになった。授業で取り上げられていた内容を自然と生活の中

に取り入れていたり、学習した内容を踏まえて自分の家族や知人とコミュニケーションをとっていたことか

ら、自分の中で 4 年間の学びは知識として身についているのではないかと思う。就職先が、子供たちやその

家族とのコミュニケーション、一緒に働く人たちとのコミュニケーションがとても大切となる職場のため、

心理学を学んだ立場として、4 年間の学んだ内容を生かして適切な支援を行うことのできる人になりたいと思

う。 

 卒業論文で、専門力や判断力が一番伸びたと思う。 

 私が 4 年間の学びで最も達成できたことは論理的に文章を書くことだ。結果や考察で、事実に基づいてデー

タについて述べることができたからだ。今後も事実に基づいて情報に触れ、自分の言葉で示したいと考え

た。 

 3 年のころは話すことがあまり得意ではなかったけど、今は 3 年のころと比べて友人以外とも話すことが少し

できるようになった。全体的にみると評価は低いけれど、コミュニケーション能力を少しずつ増やせていく

ことができていたので、自分では成長できたと感じた。 

 レポートや論文などの文章力が成長した。 

 授業を通して学んだ、否定しない共感するなどのカウンセリングで大切な信頼関係を結ぶことはカウンセリ

ングだけでなく人間関係の構築にあたって必要なことであり学んだことを使える部分から使っていくことの

重要さに気が付いた。また四年間の反省として一年生のころから一つ一つをしっかりと覚え日常生活に活用

しながら過ごしていればより身につくことができたように思えた。 

 心理学の各領域で得意の分野もあれば苦手な分野もあったが苦手な分野をより一層力を入れて勉強した。 ゼ

ミでは、人前に立って発表したり発言することが苦手ではあるが、グループ内で自ら意見を言ったり代表と

して発言したりと当たり前のことかもしれないが、苦手でもチャレンジすること人とコミュニケーションを

とることの大切さを改めて学ぶことができ、成長したと自負している。 

 4 年間を振り返り、もっとも成長できたことは周りを見て行動することです。理由としては、実際の検査方法

などができる実習に授業で相手の仕草だったり目線だったりと相手の反応を見て予想するということを学び

ました。この学んだことはアルバイトだったり普段の生活に前よりも生かせている、意識しているなと感じ

たので成長したかなと思いました。 

 心理学の専門的な知識や文献を読みまとめる力が前よりもついたと感じる。 

 他人の立場や目に見えない事情に配慮して活かすことができるようになったこと。 

 レポートやゼミ論を作成することで、物事を調べる力がついたように思います。 
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  人間総合学群学群・観光文化学類 

 

2024 年度 4 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

対象者数 実施人数 回答率 

57 名 57 名 100％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

a.教養力 13 22.8％ 40 70.2％ 4 7％ 0 ％ 3.16 

b.人間性 30 52.6％ 25 43.9％ 2 3.5％ 0 ％ 3.49 

ＤＰ２ 

a.ミュニケー
ション力 22 38.6％ 32 56.1％ 3 5.3％ 0 ％ 3.33 

b.社会性 24 42.1％ 30 52.6％ 3 5.3％ 0 ％ 3.37 

ＤＰ３ 

a.専門力 24 42.1％ 30 52.6％ 3 5.3％ 0 ％ 3.37 

b.判断力 16 28.1％ 33 57.9％ 8 14％ 0 ％ 3.14 

ＤＰ４ 

a.技術力 17 29.8％ 35 61.4％ 5 8.8％ 0 ％ 3.21 

b.実践力 20 35.1％ 34 59.6％ 3 5.3％ 0 ％ 3.30 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

本年度の「学習到達度の確認」に係るアンケート調査では、4 段階評価のもと、各項目ともに多くの学生が「概ね

到達している」以上の自己評価が確認された。2003 年 5 月に実施した 2 年終了時調査においては 3 段階評価手法を

用いたため、検証結果の単純比較はできないものの、前述調査では調査項目８つの中、1b 人間性と 2a コミュニケ

ーション力を除いて、その他項目が平均値２（上位評価）に達していない状況に対し、本調査（4 年次）では全て

の項目が平均値３（上位評価）以上の評価が得られていることから、各分野で等しく成長したと判断できる。特に

DP1b（人間性）、DP2b（社会性）、DP3a（専門力）の各項目では、平均値が 3.49、3.37、3.37 となり、学生が

他者との関係性や協調性を重視しながら学びを深めていることが確認される。この結果は、駒沢女子大学観光文化

学類が推進する「観光業界で活躍できる人材の育成」や「人と人つなぐ文化の架け橋」の理念が反映されているも

のと考えられる。一方、DP3b（判断力）、DP4a（技術力）、DP4b（実践力）に関しては、それぞれ 3.14、

3.21、3.30 とやや慎重な評価が見られた。これらの項目は、より専門的な知識の活用や高度な分析力を求めるもの



であり、学生が課題解決型学習や研究を通じて自らの能力を客観的に評価している可能性がある。特に DP4b（実

践力）については、今後の社会での応用を見据えた学びの中で成長の余地があると考えられる。DP 達成に向けた

CP および AP は、基礎から応用へと発展する段階的な学修設計が整備されており、特にインターンシップや旅行研

修等の実践的プログラムを通じて DP1〜4 の各項目に関連するスキルの向上にいかに影響されるのかを継続的に検

証し、今後さらなる学習プログラム改善及び内容更新の検討を続けて行きたい。 

  



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

人間性 

DP1b 人間性は全調査項目の中でも、「到達している」を選んだ回答「30

名」が最も多く確認された。観光文化学類の学びにおいて、ホスピタリティ

教育の充実が重視されており、インターンシップ実習や旅行研修等の科目を

通じた実践的な学習が提供されている。特に、ホスピタリティ業界における

実務体験プログラムや、異文化理解を促進する専門教育科目等により、学生

の多様な価値観の受容を深める機会につながった結果であると考えられる。 

社会性・専門力 

DP2b社会性、DP3a専門力は「到達している」を選んだ回答が 24名と多く、

平均値 3.37の結果となり、観光の専門力とともに社会的責任に対する意識の

向上が確認された。特に観光文化学類では「ツーリズムコマジョ」などの正

課外活動が積極的に実施されており、学生が主体的に観光・文化関連の調査

やイベント企画に携わることにより、実際の社会課題の把握や解決策の検討

を行うことで、観光分野の実践的なスキルを学習するとともに、学生の社会

的使命感や責任感の向上も図られていることが確認される。 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

判断力・技術力 

DPの８項目において、DP3b判断力（8名）と DP4a技術力（5名）の「あん

まり到達していない」と低い評価を選んだ学生が一定数見られる。特に、こ

れらのスキルは知識を活用し、応用する力が求められるため、学生が自己の

習熟度を厳しく判断している可能性も考えられる。 

実施及び運用方法 

上記の判断力・技術力を含め、各 DP項目で少人数の学生が「あんまり到達

していない」を選んでいるものの、自己評価の判断基準に係る記述を含め、

今後のフィードバックに繋がる記述がほとんど発見されないため、改善策へ

の貢献度が低いアンケート結果になっている点などが挙げられる。 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

判断力・技術力 

本調査結果では、低い評価を選んでいる学生はその他【複数の項目】でもや

や低い評価を選んでいる傾向があり、学生間の学力の差が発生していること

が懸念される。今後は 2 年次の担任指導や３年次以降の専門ゼミにおいて、

学習・単位取得状況や資格取得状況の継続的な確認を含め、個別の進路設計



や悩みに応じて個別指導を強化していきたい。 

実施及び運用方法 

学生が自身の到達度を把握しやすい指標を設定し、アンケート内容における

指標に関する説明文の追記や自由記述欄の記入ガイダンス等を通して、現状

の課題把握とそのフィードバックに繋がる記載内容に更新していく方針であ

る。 

 

 

7．自己評価コメントまとめ 

自己評価の自由記述欄では、観光地域の発展やホスピタリティに関する学びが印象に残ったという意見が多く見ら

れた。特に 「インターンシップを通してホスピタリティ精神を学び、アルバイト活動や就職活動に役立てることが

できた」 というコメントが複数確認され、実習や体験型の学習が学生の成長に寄与していることが考察できる。さ

らに、コミュニケーション力の向上を実感した学生も多く、「グループワークやディスカッションを通じて、多様

な価値観を受け入れる力が身についた」「プレゼンテーションの機会が多く、発表するスキルが向上した」 などの

意見が寄せられた。特に、フィールドワークやゼミ活動などの実践的な学びが、協調性や対人関係のスキル向上に

役立ったと考えられる。 
一方、DP3（専門力）や DP4（実践力）の項目に関しては、「もっと積極的に資格試験に挑戦すればよかった」

「専門的な知識を実際の業務にどう活かすかを学ぶ機会がもっと必要だった」 など、より実践的なスキルを習得し

たいという意欲的な意見も確認された。そのため、今後は資格試験対策や専門ゼミでの実践的な指導を強化するこ

とで、学生の学習機会をさらに充実させる必要がある。 
 

資格試験・外部試験受験状況については、下記の表１でと取りまとめた。 

資格試験・外部試験の受験状況に関しては、「自分のペースで学習し、試験を受けることができた」「大学の図

書館などのリソースを活用した」 という積極的な取り組みが見られた一方で、「あまり受験しなかった」「試験

にもっと挑戦すればよかったと後悔している」 というコメントも散見された。2 年終了時の調査結果における今

後挑戦したい資格及び受験希望者の数字と比較しても、今回調査結果の数字はやや減少しているので、今後は資

格取得を目指す学生のサポートとして、学習支援センターや専門ゼミとの連携を強化や資格試験対策の講座を充

実させること等の引き続き検討したい。 

 

 

表 1 各検定・試験の受験者数・合格者数とその内訳 

検定の種類 受験（名） 合格（名） 内訳 

秘書検定 8 2 ２級 3 名、３級１名 

ニュース時事能力検定 1  3 級 1 名 

実用英語技能検定 7 7 ２級 5 名、準２級 1 名、３級１名 

観光英語検定 12 5 ２級 3 名、３級 2 名 

総合旅行業取扱管理者 1   

日本語能力検定 2 1 N1 1 名、 

漢字検定 1 1 3 級 1 名 

世界遺産検定 15 13 ２級 3 名、３級 10 名 

サービス接遇検定 1 1 2 級１名 

アンティーク検定 7 5 ３級 3 名、不明 2 名 

中国語検定 2 1 2 級１名 

韓国語検定 1 1 ５級 1 名 

TOEIC 13  580 点以下 6 名、600 点 1 名、750 点１名 

国内旅行業取扱管理者 6 1  

受験なし 15   

該当しない（資格なし） 21  （受験あり、取得資格なし６名） 
 



 

 



  人間総合学群・住空間デザイン学類 

 

2024 年度 4 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

対象者数 実施人数 回答率 

69 名 56 名 81.2％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 11 19.64％ 32 57.14％ 11 19.64％ 2 3.57％ 2.93 

人間性 7 12.50％ 40 71.43％ 9 16.07％ 0 0％ 2.96 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 4 7.14％ 32 57.14％ 18 32.14％ 2 3.57％ 2.68 

社会性 17 30.36％ 25 44.64％ 13 23.21％ 1 1.79％ 3.04 

ＤＰ３ 

専門力 4 7.14％ 33 58.93％ 17 30.36％ 2 3.57％ 2.70 

判断力 4 7.14％ 32 57.14％ 17 30.36％ 3 5.36％ 2.66 

ＤＰ４ 

技術力 10 17.86％ 31 55.36％ 13 23.21％ 2 3.57％ 2.88 

実践力 11 19.64％ 30 53.57％ 13 23.21％ 2 3.57％ 2.89 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

（１）教養力は同学生の 2022 年度 2 年次平均（2.47）と比較して 0.46 点向上し、3 番目に上昇率が高い。 

（２）人間性の平均は 8 項目中 2 番目に高く、2 年次平均（2.73）からは 0.23 点向上し、上昇率は最も低い。 

（３）コミュニケーション力は 2 年次平均（2.42）から 0.26 点向上し、上昇率は 2 番目に低い。 

（４）社会性の平均は 8 項目中最も高く、2 年次平均（2.59）と比較して 0.45 点向上した。 

（５）専門力は 2 年次平均（2.38）から 0.32 点向上した。 

（６）判断力は 2 年次の平均点が最も低い（2.23）項目で、0.43 点向上したが、8 項目中平均が最低点。 

（７）技術力は 2 年次平均（2.27）と比較して 0.61 点向上し、最も上昇率が高い。 

（８）実践力は 2 年次平均（2.42）と比較して 0.47 点向上し、2 番目に上昇率が高い。 

（９）2022 年度 2 年次平均点と比較してすべての項目で向上し、特に DP4 の 2 項目の上昇率が高い。 

（10）上記結果および各項目の平均点に極端な偏差がないことから、CP、AP の内容は概ね適切と判断する。 

  



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

実践力 
3 年前後期スタジオで実施した産学連携課題コマジョデコール・コマジョス

タイルにおける、実践的な課題のプロセスが実践力の向上につながった。 

技術力 
4 年次の卒業研究・スタジオ課題を通して、専門とする分野の企画・計画・

プレゼンテーション等の実施が技術力の向上につながった。 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

判断力 
2 年次と 4 年次で平均点がともに 8 項目中最低点であった。専門分野に関す

る事例について、論理的に批判できる力を一層身につける必要がある。 

実施及び運用方法について 
対例年に比較して象者数に対して実施人数が少なかった。 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

判断力 

専門分野に関する事例について、論理的に批判できる力を身につけるため

に、各科目の中で、事例を論理的に批判するレポート等の課題の実施や、課

題エスキスや講評会などで学生同士で講評するなどの機会を増やすこと等を

検討する。 

実施及び運用方法について 
スタジオ（ゼミ）の中で告知と回収が余裕をもって実施できるように、時期

と方法を検討する。 

 

  



7．自己評価コメントまとめ 

・自分たちが生きる環境やくらしについての知識を身につけ、それを生かして住空間をより良くするためにはど

のような工夫ができるのかを様々な視点から自分なりに考えることができるようになった。 

自分が考えることや想いが伝わりやすいようなパワーポイントや文章の構成を考えながらプレゼンを作り上げる

ことができたと思う。 

・４年間で暮らしについて知識が身につき考え方や物事の視点などが変化した。様々な人の考え方に刺激を受

け、より想像力も豊かになった。 

・発表する機会が沢山あったことによって、発表が苦手だった私が今ではスピーチ台本も見ずに発表できるよう

になりました。場数をたくさんふんだことにより、苦手意識も無くなりました。スピーチをする機会は社会人に

なってもあると思うので、コミュニケーション能力が身についたのがなによりも良かったと思います。反対に、

他が自分ではあまり満足出来なかったと感じています。 

・住空間や建築について様々な知識を学ぶことができた。また、最後の卒業研究では、今まで学んできたことを

活かしつつ、論理的なプレゼンテーションができたのではないかと感じた。 

・2 年修了時よりは自己評価でのレベルは上がったのではないかと思う。 

・4 年間を通して自分の適性や興味を見出すことができました。建築やインテリアデザインをはじめ家具、陶芸

や織物などインテリアプロダクトも幅広く学ぶことがてきたところがよかったです。座学だけでなく、産学連携

などで実践的に学ぶことができ、自分の成長と自信につなげることができました。 

・学校と課題とアルバイトの両立が難しく、苦しい時期が長かったものの、自分なりに頑張って学べていたと思

います。就職も無事終えることができて良かったです。 

・一年の時に基礎から学ぶことができたので、今の実技にも応用ができていると思う。基礎から学んだことで、

図面の書き方やコミュニケーション力も向上できたと考えている。就活やインターンシップ、アルバイトなど、

日常生活にも生かされているので大学で学んだことが身についていると思う。大学で身につけたことを今後も生

かしていきたいと考えている。 

・4 年間プレゼンテーションや建築について学んだが、人前で発表することや興味を持ってもらえるような発表

の仕方は身につけることができなかった。しかし自分でコンセプトを決めて一から作品を作ることの楽しさを知

ることができました。 

・4 年間を通して、建築やインテリアなど住環境に関する多くの知識を得られました。設計課題は、なかなか計

画通りに進めることができず、毎回悔しい思いで終わることが多かったので、しっかりと計画性を持って取り組

むべきだったと思います。しかし、4 年間で多くの先生方から自分の作品に対して、講評していただき、そのお

かげで、多角的な見方や考え方ができるようになったと感じます。また、授業でプレゼンテーションを実施する

機会が多かったので、伝える力が養われ、その力は就活の際も役立ったと感じます。 

・特に、教養の分野での住空間に対する知識がまだまだ乏しいことから、専門力の分野でもそれらを生かした課

題解決能力は身についていないように感じる。初歩的なことをようやく身につけることができた段階なので、今

後それらを応用して専門力を身につけたい。プレゼンテーションについても、伝えることを意識しての発表はま

だできていない。技術力の面では模型やその他の作品含め、自分が思い描いたことを形にすることが得意なほう

だと思うので、より技術力を身につけて精巧な作品作りに邁進したい。 

・プレゼンテーションでは誰にでも分かりやすい発表をすることを心がけていました。卒業研究の発表では模型

を指しながら建築や空間について詳細に説明できたと思います。 

・住宅のことについてまだまだ説明することができないので、社会人になってショールームアドバイザーとして

たくさん勉強し、大学で学んだことが活かせるようにしたいと思います。 

・計画的に模型制作に取り組み、スケジュール管理がうまくできた。そのため、自分が表現したいと思ったとこ

ろをちゃんと形にすることができた。なので、今後でもスケジュール管理能力を高めていき、余裕を持って行動

していきたい。 

・自ら解決に向けてしっかり考えることができたと思う。全てレベル 3 以上まで達成することが出来た。 

・最低限、課題に取り込み、期限内に提出できたからよかった。発表も多かった為、スライドを作る力や、発表

する力が身についた。建築に関しても、入学する前より、沢山の知識を得て、好きなやりたいジャンルを見つけ

ることができた。 

・先生方とコミュニケーションをとりながら進めていく授業が多かったため、自分にあったアドバイスをいただ

けて学びやすかったです。また、プレゼン力が足りてないなと授業を通して感じたので次のステップに向けて練

習をしていきたいと思います。 

・4 年間の学習を通じて、勉強だけでなく精神面でも、大きく成長することができたと思います。 

・あまり成長できなかったなと思う部分もあるが、どの力においても必ず成長しているだろうとも感じる。この
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身につけた力を大学生活で終わらせず、日頃から使う努力をしていく。 

・他学類では学べない専門的知識を学ぶことができ、いい経験になった。 

・少子高齢化という社会問題に対して自分なりの考え、解決方法をまとめ提案できたと思う。 

・住空間デザインを選択したことによって、自分の好きな科目だけでなく、幅広く知識を増やすことができたと

実感してます。これから先の人生でもここで学べた多くの知識を活かせるよう努力していきます。 

・4 年間を通してあまり自主的により深く理解を追い求めることはできなかった。与えられた課題をこなすので

精一杯だったという印象です。ただ少しずつではあるが専門性を高めていき 4 年間終えられたと感じます。 

・2 年生の時も同様な質問に答えていたため、自分の成長具合を数値で把握することができ、成長を実感できま

した。総合的にレベルが上がったと思います。 

・4 年間を通じて、人が過ごす環境の在り方や問題について多角的視点から考えることができるようになった。

しかし、就職活動を行ってみて、専門知識が不十分だと感じる場面がありプレゼン力・コミュニケーション力に

不安が残るため、引き続き今後も努力していきたい。 

・プレゼンテーションを通して自分の考えや伝えたいことをうまく言葉にできないことが多かった。 

・4 年間で住空間に関する専門的な知識を多角的に学ぶことが出来た。物事を様々な視点から捉え、そこから課

題を見つけ出し、解決までのアプローチの仕方を考えることがいかに難しいことなのか経験した。計画を立てて

自ら行動して行かなければならない。行き詰まった時は先生方から助言していただくことで解決策が見つかるこ

とが多かった。自分の考えを他人に分かりやすく説明する力と、意思をしっかりともって行動することが今後の

課題であると感じた。 

・卒業制作を通じて、私が思い描いていた理想の斎場を具体的な形にすることができたと感じております。卒業

制作を進める中で斎場スタッフや施設利用者、さらには公園利用者の動線が交差しないように配慮することが、

思いのほか難しい課題であることに気づかされました。それぞれの利用者が快適に過ごすためには、どのような

設計や配置が必要かを考えることが求められました。そのため、それぞれの視点からの試行錯誤が必要でした

が、その過程を通じて自分の考えを深めることができました。 

 さらに、この卒業制作においてはゼミの人達と共に進めてきたことが私にとって大きな意味を持っていまし

た。お互いに助け合いながら、意見やアイデアを活発に交換することができたことで、私たちの絆も深まりまし

た。悩みや課題を共有し、相談し合う中でお互いの信頼関係がより一層強まり、貴重な思い出を作ることができ

た事が非常に嬉しい経験になりました。こうした協力や交流を通じて、単なる卒業制作以上のものを得ることが

できたと感じ、満足しています。 

・最後の年ということで、卒業製作に全力で取り組めたと考える。反省点としては、計画的に卒業製作をこなせ

なかったことだ。 

・4 年間で沢山の課題があり、優先するべき課題を見極めて提出期限内に提出することを 1 番大切にしてきまし

た。基礎的なことはできるようになっていきましたが、応用力は難しかったです。デザインについて学べたこと

が、とても役に立ちました。 

・論理的に考えることが苦手であり、応用力が低いと感じた。 

・諦めずに頑張った。 

・暮らしに関する様々なことをこの４年間で学ぶことができた。社会人になってからも生かしていきたいと思

う。 

・この 4 年間を通して、初めてのことをたくさん経験し、知識を活かした就職先を見つけることができたので、

この大学で学ぶことができてよかったと思います。分からないことだらけで設計や模型作りなど何度も諦めそう

になりましたが、先生方が相談に乗ってくださったりしたおかげで提出して終わることができたと思います。あ

りがとうございました。 

・誰かと作業したり意見を出し合うことは得意であるが全体に発表したり伝える事が苦手である。与えられた課

題に対して解決策を出すことはできるがあまり計画性を持てなかった気がする。 

・発表を通して表現の仕方を身につけることができました。また、他の人の作品などにも触れることで新しい視

点を見つけることができました。 

・４年間を通して多くの学びがあったがまだ至らない点も多くあることを実感した。技術力に関しては、卒業制

作が終わった後にダメだった部分が多く目に留まり幅広い視点から向き合えていなかったことに気がついた。今

後社会人になって限られた時間で業務をこなさなければいけないことは４年間の経験が生かされていくと思う。

反省点を生かしながら精進していきたい。 

・1 年生の頃と比べては 4 年たつと人間性や社会性の面は成長できたと思う。いろんな授業を通して自分 1 人で

解決することのできるものはほとんどなかった。絶対に誰かの支えがあってできたであると思う。 

・2 年時と比べると、なにより専門的な技術や知識が身についたと思う。またそれだけでなく就職活動を通して

社会性や人間性などの面も成長できたのではないかと考えている。 
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・自分が思い描くものを形にするのは難しかったが、多くの課題をこなし、他の学生の作品などから多くの刺激

を受けることで、次第に求められているものを作れるようになった。社会人になってから役立つような知識、力

を付けられたと感じる。 

・４年間を通じ、住空間についての認識と見方が変わり、建築やデザインに対する視野が広がったと感じる。今

後も様々なデザインに触れ、仕事に活かせる知識だけでなく、自分の生活が豊かになるようなアイデアの引き出

しを増やしていきたい。 

・卒業制作を通して、自分の住む地域についてよく調べ課題を発見し、課題解決をする要素を含む建物の計画を

考えました。やりたいことが多すぎた分、時間配分や計画の進め方をもう少し考えるべきだったと自負していま

す。反省点は生かし、良いところは伸ばしていきたいと思っています。 

・四年間の集大成として、卒業制作を行うことや、建築計画の授業を通して住まいについて、デザインについて

だけでなく、自分の発表する力であったり、自分の成長につながる授業が多いと感じた。卒業制作では自分で問

題点を見つけ、どうクリアしていくかを考えるなど主体的に向き合えたと思う。 

・難しい内容が多く、なかなか学習の到達度を上げることができなかったと感じた。 

・四年間住空間学類で学び、たくさんの知識やプレゼンスキルなど入学当初よりは成長できたと思います。逆に

自分の弱点やまだまだ伸びしろがある部分もあると感じることができたので、社会人になったら自分の成長につ

なげたいです。 

・4 年間で学べたことがインターンや就活などに生かせることができたと思う。 

・この 4 年間で大きく成長できたとことは、「自ら課題を見つけ解決に向けての方法を実践的に行う」ことだ。

与えられた課題だけを行うだけでなく、自発的に課題を見つけ、実践できたことで今後の人生において、やりた

いことや挑戦してみたいことなど、自分の価値を見出せたことを基準としたときにこのような評価であった。 

・課題は、必要最低限のことは出来ていたと思います。しかし、設計課題では、満足いくものが出来ていなかっ

たので、計画性の重要性を痛感しました。 

・基礎的な知識は身に着けられたし、プレゼンで話す力も身についたとは感じる一方で、他大学の卒業制作を見

ると、模型の完成度やプレゼンボードのクオリティに圧倒されるものがあった。技術、知識において身につけら

れた水準は学内では高いのかもしれないが、視野を広げれば中の下にも満たないと思う。もっと向上心をもって

学習に励めればと後悔もある。 

・住空間に関する知識を活かし、それを形として表現する過程においては、まだ高度なレベルには達していな

い。しかし、必要な情報を収集し、それを整理・分析した上で本質的な課題を見出したり、計画を立案したりす

ることに関しては比較的得意であると思う。 

・4 年間で様々なことを学ぶことができた。 

・2 年生修了時よりも、実践的な課題が多かったので、自分自身の成長を感じる場面は何度かあった。そのた

め、課題に対しての取り組み方なども変化しているように感じた。 

・専門的知識は少し身についたように感じました。しかし、独自の見解であったりプレゼンテーションをすると

きの言語力は不足していると感じています。 

・この 1 年はこれまでの知識や経験に深みをつけることにできる年でした。後悔している部分はありますが、全

て終えることができてよかったです。 

（以上） 
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  人間健康学部 健康栄養学科 

 

2024 年度 4 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

対象者数 実施人数 回答率 

68 名 44 名 64.7％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 4 9.1％ 35  79.5％ ５ 11.4％ 0 0％ 3.0 

人間性 4 9.1％ 32 72.7％ ８ 18.2％ 0 0％ 2.9 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 11 25.0％ 24 54.5％ 9 20.5％ 0 0％ 3.0 

社会性 6 13.6％ 30 68.2％ ８ 18.2％ 0 0％ 3.0 

ＤＰ３ 

専門力 15 34.1％ 27 61.4％ 2 4.5％ 0 0％ 3.3 

判断力 3 6.8％ 35  79.5％ 6 13.6％ 0 0％ 2.9 

ＤＰ４ 

技術力 6 13.6％ 24 54.5％ 14 31.8％ 0 0％ 2.8 

実践力 6 13.6％ 30 68.2％ ８ 18.2％ 0 0％ 3.0 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

すべての項目について、2 年終了時と比べて大幅に平均値が増加している。特に専門力については、レベル４と

自己評価した学生が 34.1%と２年生時の 11％に比べて大幅に増えた。3 年次以降のカリキュラムにより、専門力を

充分に高められたことが確認できた。人間性、コミュニケーション力、社会性に関しての自己評価も 2 年次に比べ

て大幅に上がっており、本学科での学修により、専門性のみならず、社会人として活躍する際に必要なスキルを伸

ばすことができていることが確認できた。一方で、技術力については、レベル 2 の評価が 31.8％であった。これ

は、臨地実習等で管理栄養士として求められる技術力の高さを目の当たりにして、技術力については大学の学修だ

けでは充分ではないと冷静に自己評価する学生が多かったためではないかと推察できる。 

 

 

 

  



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

専門力 

実践力のある管理栄養士を養成することを目指しており、学生時代に身に着

けておくべき専門力を様々な授業、プロジェクトを通して学生に提供してい

ることから、学生の自己評価の向上に繋がった。 

 
 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

技術力 

正規授業の課題が多いため、取り組みを増やすことは難しい。しかし、さら

なるスキルアップを目指す学生に対しては、学生が伸ばしたい技術力を高め

られるプロジェクトの提供をさらに充実させる必要がある。 

 
 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

技術力 

技術力を伸ばすために、学生有志により学園すべての学生や教職員が健康的

に過ごせるような活動を行う「アクティブ！Komajo Campus Life プロジェ

クト」、女性アスリートへの食育活動を通してスポーツ栄養学を実践的に学

ぶ「アスリート栄養サポートプロジェクト」、大学併設の認定栄養ケアステ

ーションである「健康相談室」で行う地域貢献事業等をさらに充実させ、参

加者の割合を増やしていく。 

 
 

 

  



7．自己評価コメントまとめ 

・色々な有志活動などに参加することができたり、先生方との距離が近くて勉強や就活で困った時すぐにサポー

トしていただけるところがこの学校に入って 1 番良かったことだと思う。 

・技術力に関しては、将来に役立つことが沢山あり、伸びも実感できたのでやれてよかったなと思っています。 

・1 年生から 4 年生まで授業並びに学外活動、サークルやバイトも合わせて沢山のことを学べたと思います。 

・管理栄養士の専門知識に加えて、人として言葉の選び方や相手に分かりやすく伝える方法や語彙など場面に応

じた身の振り方も学べました 

・専門性が身につきました。 

・特定分野が苦手で、潰しきれていないのであともう少しの期間で克服したい。 

・積極性が身についたし、効率よく課題を行う計画性が身についたと思う。 

・実習の授業を通じて、専門性や知識を身につけることができました。 

・新しいことを非常に多く学ぶことが出来ました。新しい知識を得るに当たって、大変なこともありましたが、

友人の助けを借りて、学ぶことが出来たと思います。" 

・計画的に勉強するべきだった 

・4 年間勉強に励めた。 

・基礎科目から臨地実習へと経験を積むことができた。また、就職先での仕事のイメージもつくことができた。 

実習が多くあったので、集団調理に必要な技術が入学前より上達した。" 

・レポートを作成したり発表する機会が高校と比べて多く、自分の伝えたいことを分かりやすく言語化する力が

以前よりも身についたと思う。 

・臨地実習にて、大学で学んだ知識の定着・実践ができ、専門性や応用力を身につけることができました。ま

た、患者様や他職種の方とのコミュニケーションのとり方など多くのことを学べました。 

・栄養に関する専門的な知識から実践的な能力まで学び、身につけることができたと感じています。 

・4 年間無遅刻無欠席で授業に取り組めました。当たり前のことですが、確実にできてよかったです。 

・管理栄養士としての根幹である食の知識や栄養に関する考え方において、この 4 年間で養うことができたこと

はかなり大きいと思います。4 年間で得た知識等と、これから求められていくものを擦り合わせて実践に繋げて

いくことが出来れば、今までの学びを最大限生かしていけると思います。 

・献立を考える力が着いたと思います。 

・大変だったが、人として成長できた。 

・管理栄養士として学ぶべき事を医療系を中心に学べて良かったです。 

・健康栄養相談室の活動をしたことで授業で学んだことを実践することができ、より一層実践力が身についたと

感じた。 

・授業を受け、ただ栄養に関する知識を身につけるだけではなく、実習や課外活動を通して将来管理栄養士とし

て働くことを意識し、向上心を持って大学 4 年間学び続けることができたと思う。 

・栄養について色々な面から学ぶことができた。 

・コミュニケーション能力があがった 

・頑張りました。 

・専門知識について幅広く学ぶことができた。 

・専門的な知識が身につきました 

・大学 4 年間で、身体の基礎や栄養の基礎などの知識や調理や栄養指導の実技まで多くのことを学ぶことができ

ました。就職後も学びを活かしていきたいです。 

・社会に出るための基本的な内容やマナー、そして栄養や臨床の知識など幅広く学ぶことができてよかったで

す。 

・実習や実験などの授業で、より専門的な知識や技術を身につけることができたと思います。 

また、沢山の人との交流からコミュニケーション力をつけることができました。" 

・大学入学当初は料理がほとんどできない状態でしたが､実習で回数をこなすことで今では家で習った料理を作

れるようになりました。 

・大学生活が自身の成長に繋がったようには感じないが、専門性への学びに繋がった。 

・講義を通じて栄養に関する様々な知識を身につけることができた 

・知識面も人間性も成長することができたと思う 

・栄養に関する興味が高まり、それが学習に繋がったと実感しております。 

・大学 4 年間を通し、豊かな人間性を身に付けられたように感じます。様々なプロジェクトに参加し、学部学年

を超えて多くの人と関わる中で、得るものが多くありました。 
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また、もちろん授業も専門性が高いものばかりであり、授業内、外どちらも充実した大学生活を送ることができ

たと思っています。 

・この 4 年間で管理栄養士養成校ならではの力はかなりついたと感じています。普段の生活の中でも、学校で学

習し身についていることで、少しのことでも食に関しての知識や関心が人一倍高くなっていると感じました。付

け合わせの栄養素を気にしたり、彩りやカロリーを気にしたり、食べたくないという人に対して食べてほしいと

頼むのではなく、どうしたら食べられるように、行動してくれるようになるのかを考えられる力がついたと思い

ました。中でも、臨床の授業での実践的学習のおかげで、今までの他教科の知識を実践的に使うことができた

り、先ほどと重なる部分がありますが、利用者さまや患者さまに対して、指導される側に立つことの大切さ、新

しい視点を見つけ、コミュニケーションをとることの重要さなど学ぶことができました。 

・管理栄養士として、将来に生かせる知識や技術を身につけることができたと感じます。 

・たくさんのことを学ぶことができた。 

・日頃からコツコツ課題を進めるようになりました。まだ、人に分かりやすく伝える能力は身につけられていま

せんが、今後実践を通して身につけていきたいと思います。 

・管理栄養学科の名の通り、栄養についての専門性は着実に身につけていくことがらできたと思います。また、

座学で学ぶだけでなく実習へ行き、学生のうちから現場を体験したことは大きな自信に繋がっていくように感じ

ます。 
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  看護学部 看護学科 

 

2024 年度 4 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

対象者数 実施人数 回答率 

63 名 60 名 95.2％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 10 16.7％ 39 65.0％ 9 15.0％ 2 3.3％ 2.95 

人間性 28 46.7％ 27 45.0％ 4 6.7％ 1 1.7％ 3.36 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 26 43.3％ 27 45.0％ 7 11.7％ 0 0％ 3.31 

社会性 20 33.3％ 31 51.7％ 8 13.3％ 1 1.7％ 3.16 

ＤＰ３ 

専門力 11 18.3％ 44 73.3％ 5 8.3％ 0 0％ 3.10 

判断力 15 25.0％ 35 58.3％ 9 15.0％ 1 1.7％ 3.06 

ＤＰ４ 

技術力 13 21.7％ 38 63.3％ 9 15.0％ 0 0％ 3.06 

実践力 12 20.0％ 39 65.0％ 9 15.0％ 0 0％ 3.05 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

2023 年度卒業生の評価結果と比較すると、全ての項目において平均値が上昇していた。特に、「判断力・技術

力 ・実践力」をレベル 4 と評価していた割合が高くなっていた。「教養力」の平均値が 2.95 であったものの、他

の 7 項目の平均値は 3.05～3.36 であり、ことに「人間性」は 3.36 という評価であった。 

本年度卒業生は看護学科旧カリキュラムの最後の履修学生であり、当該学年が 3 年前期に確認した到達度(コミュ

ニケーション力・専門力・判断力・技術力・実践力)と比較しても、全ての項目で平均値は上昇していた。コミュニ

ケーション力 2.47→3.31、専門力 2.05→3.10、判断力 2.05→3.06、技術力 2.05→3.06、実践力 2.37→3.05 と、0.68

～1.05 ポイントも上昇しており、3 年後期に実施されている領域別臨地実習から 4 年終了時までの実践を通した学

修の効果が大きく反映されていると考えられる。 

多くの学生が学修到達度の自己評価としてレベル 3～4 と認識していることから、DP 達成のための CP、AP の適

切性に問題はないと考えられる。 

  



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

なし 
 

 
 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

なし 
 

 
 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

なし 
 

 
 

 

  



7．自己評価コメントまとめ 

・ありがとうございました 

・頑張りました。 

・怒涛の看護学生生活の 4年間をなんとか乗り切ることができたので良かったと思っています。 

・一生懸命頑張りました 

・この学校で看護を学べて良かったです。 

・専門的な知識を実践を通して学ぶことができた。 

・4年間で様々なことを学ぶことができてよかったです。 

・改めて自己評価をしてみると、4年間で様々な力を身につけることが出来たと実感しました。 

・楽しかったです。 

・入学前より身についたと思いました 

・実習や勉強の忙しさを今後に活かせそうです。 

・看護学生として必要な技術や知識を身につけられた。 

・しっかり頑張りました 

・大学生活を通して、看護師としてのスキルや知識を習得する中で多くの人と関わることができ、自  

分の理想とする人物像に近づく事ができたと考える。 

・入学時には持っていなかった積極性やコミュニケーション能力を培うことができた。 

・しっかりと 4年間学ぶことができたと思います。また、大変だったこともあったけれど、家族や友 

人、先生の助けもあって乗り越えることができた 4年間でした。 

・よくできました 

・積極的に看護について学ぶことができたと思います。 

・コロナもあり、1.2年余り対面で授業を受けられなかったが、3.4年で学生内で協力しあって授業 

に取り組んだら実習ができ、コミュニケーション力やチームワーク力を身につけることはできたと思

う。また、勉強に対し前向きに捉えられるようになった。 

・自主性をもって学べるようになりました。 看護師になるための学びはもちろん、人間としての成 

長もできたかと思います。 

・授業、実習を通して多面的な知識や技術を身につけることが出来た 

・程よいカリキュラムの結果の到達度だと思います 

・4年間で看護の専門的な知識を身につけることができたと思う。 

・これまでの様々な分野の学びを通して看護の知識だけでなく、自分自身の看護観などを新たに見 

つけることが出来てよかった。 

・4年間大学に通い講義や実習を通して看護の知識技術を身に付けた。 

進路を変更しようか考えたこともあったので、4年間、大学に通い続けられたことを評価したいと  

思います。 

・自己を振り返り 4年間で学んだことを振り返ることができました。 

・入学時と比べて成長しました。 

・低学年のときは、あまり勉強をしてこなくてギリギリでしたが、先生に救われて今生き残れてます。  

そこからはしっかり授業に出席し、まだまだ不安定ですが国試勉強を進めることができています。最

後までいい結果で終われるように頑張ります 

・専門力や技術力はこの 4年間でとても身についたものだと思います。大学で学んだことを今後活 

かせるように頑張っていきたいです。 

・4年間を通して看護師になるための人間性や専門能力を身につけることができ、入学したてよりも 

成長できたと思う。 

・看護学部に入り、看護の知識や技術以外にも、自分の身近な人ともそうでない人とも関わって助け 

合っていく上で、人間として成長できたと感じ、とても学びのあるある学生生活だったと思う。 

・まあまあ 4年間終わりました 

・頑張りました 

・授業や実習を通して看護に必要な知識技術を学ぶことが出来ました。 

・入学時に比べ、看護師を目指す身として専門的な知識やコミュニケーション力をつけられ成長で 

きた。 

・入学からこれまで、関連図やアセスメントがどんどんできるようになっていったのが成長を感じ嬉し

くなりました。 自分がなりたい看護師像も明確になってきたため、就職してから常に自分を振り返っ

て頑張っていきたいと思います。 

・4年間この学校で看護師になるための勉強ができて良かったです。最後まではしりきれるようにが 

んばります。 

・4年間の実習を得て国試に向けて勉強習慣や基礎知識をつけることができた。 

・座学や実習を初め、さまざまな授業を通していろいろなことをたくさん学ぶことができた。今後の 

人生において必要なことを、この 4年間の学びで良いものを得られたと考えている。 
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・ゼミグループとの交流を初め、4年間友達との出会いを広げることができた。看護学部の中での交 

流しかなかったが、仲を深められたり色んな友達の価値観をしれてよかった。 

・講義や実習を通して多くのことを学びました。技術面や看護の知識、判断など成長できたと感じて 

います。 

・なんとか食らいついて、必要な単位を取得できたかなと思いました。 

・自ら学習する姿勢がもっと必要だった。 

・看護師になるうえで必要な心構えやコミュニケーション力、専門性を身につけることができまし 

た。 

・４年間を通して学びたいことを学ぶことができました。 

・4年間を通して看護の基礎的なことから教養まで総合的に学ぶことができた。 

・知識を持っていなかったところから 4年間で、看護師として大切な基礎を学ぶことが出来ました。 

・4年間頑張りました！楽しく学べたと思います！ 

・よく学べたと思います 

・とてもよく頑張った 

・4年間頑張れました！ たくさんのご指導ありがとうございました！ 

・人前で発表をしたり、チームで意見交換を行う事が得意ではなかったが、実習や授業でそのような 

機会が多くあったので、入学前より自分の意見を他の人に伝えることができるようになったと思 

う。専門的知識に関しても、基礎から積み重ねて勉強してきた事が身になり、実習に活かすことが  

出来たと思う。 

・実習ではもう少し技術力がつけられたらよかったなと思いました。 

・4年目は研究など、学びの集大成をすることが多かったが 1年の頃の自分では絶対にできなかった 

ことが先生の力などを借りながらではあるが、書き上げることが出来たことに成長を感じている。 
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